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＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
日銀当座預金残高は、週初410兆7,100億円から始まった。30日に国庫短期証券・国債買入オペ、CP等買入オペがスタートし412兆2,000億円まで増加したものの1日には国債発行があり409兆600億円で越週した。

無担保コールON物は先週と比較すると、弱含む展開となった。同加重平均金利は週初△0.047％から始まり、その後は低下基調を辿り、月末となる30日には資金調達を控える動きがみられたことで△0.060％となった。一方、6日積みとな

る1日にはビッドサイドの調達意欲が盛り返し、同金利は△0.044％となった。

ターム物は先週に引き続き1Ｗ～ 1Ｍの期間で、△0.030～△0.020％の出合が見られた。

日銀は27日に金融政策決定会合を開催し①ＣＰ・社債等買入れの増額、②新型コロナ対応金融支援特別オペの拡充、③国債のさらなる積極的な買入れにより一段の金融緩和の強化を決定した。

来週の主な予定として海外では7日にBOE政策金利発表、8日に米雇用統計(4月)がある。

＜＜＜＜CCCC PPPP＞＞＞＞
今週の入札発行総額は約4,700億円で、週間償還額（約9,400億円）を下回った。発行市場は、月末の大量償還（約6,700憶円）に対し、新規発行は2,000億円強に止まるなど、週間を通じてやや閑散な取引状況となった。発行残高は、先週

末の23兆7,603億円から4月末日時点では約23兆2,350億円と、5,250億円程度減少した模様。27日に行われた日銀金融政策決定会合で、CP等買入オペの追加買入枠の増額（1兆円→7.5兆円）、新型コロナウイルス感染症対応金融支援

特別オペの拡充が決定した。日銀金融政策決定会合の結果を受けて、発行レートは低下が顕著となり0.01%近辺～0.20%台前半での出合いとなった。

来週の週間償還額は、約1,500億円となっている。発行市場は、連休の狭間となるため案件減少し取引閑散が予想される。発行レートは、日銀のCP等買入オペの買入上限が大幅に引き上げられたことから、引き続き低下余地を模索する

展開を予想する。

＜＜＜＜レポレポレポレポ＞＞＞＞
足許GC取引は、月末初物で△0.1％台半ば、GW越えの期間で△0.1％台前半で取引された。その後、短国3Mの発行日となる7日受渡しはレートが急上昇し、△0.08％～△0.05％近辺での出合いとなった。SC取引では、2年405～412回債、5年137～143回債、10年336～358回債、20年164
～172回債、30年59～66回債、40年9～12回債などに引合いが多く見られた。

＜＜＜＜TDBTDBTDBTDB＞＞＞＞
5月1日の3M904回債(8/3償還)の入札は、最高落札利回り△0.0995％、平均落札利回り△0.1061％となり、入札後△0.12％～△0.13％のレンジで取引された。そのほかセカンダリーでは3M903回債(7/27償還)が△0.145％～△0.155％、1Y901回債(4/20償還)が△0.195％の水準で出合い
が見られた。


